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【実施例】緑茶抽出物を経口投与した肥満ゼブラフィッシュ肝臓のRNA-seqデータから解析したパスウェイの一例（原著論文より抜粋）

複数の動物種間（ゼブラフィッシュ・マウス vs. ヒト）における比較も行っています
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緑茶抽出物の脂肪肝改善作用は、
CEBPb-CEBPdを中心としたパスウェイ

の抑制が関与していることを明らか
にした。

緑茶抽出物の脂肪肝改善作用に関与していると推測したパスウェイ
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